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主義のシニシズム」の記憶は消えることはない。東独訪問の 3 年後(1989 年)、「ベルリンの壁」
は抵抗なく自壊した。不合理な組織への《ウマクヤルサの合理的適応》がその組織を壊したの
である。 















































































第 1 号からの月報（社研の書庫） 
